
（別紙４）第１次国土強靱化実施中期計画 
「推進が特に必要となる施策」の進捗状況の見える化 

＜留意事項＞ 

・第１次国土強靱化実施中期計画における「推進が特に必要となる施策」について、国土

強靱化年次計画 2026決定時点で「見える化」している施策について、とりまとめてい

る。

・各施策の見える化に当たっては、KPIの全部又は一部について見える化しているものの

ほか、当該施策の取組状況を示す説明図等を用いて KPI によらずに見える化しているも

のがある。

・技術基準の策定、全国共通システムの開発等の施設・地域ごとの取組状況を示すことが

困難である施策は、「見える化」の趣旨に合わないため、「見える化」を行っていない。

・日本地図を用いて表現しているものがあるが、実際の国土をそのまま正確に示したもの

ではない。
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96
10
0

R5
R1
2

現
況

値
（％

）
第
１
次

実
施

中
期
計
画

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
土

砂
災

害
警

戒
区

域
（
約

6
9
9
,1

0
0
区

域
（
令

和
５

年
度

末
時

点
）
）
の

う
ち

、
土

砂
災

害
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
・
公

表
が

完
了

し
た

区
域

の
割

合

【
1
】
水

災
害

リ
ス

ク
情

報
の

充
実

・
活

用
【
国

土
交

通
省

】


全

国
値

●
土

砂
災

害
警

戒
区

域

…
土

砂
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
、

住
民

の

生
命

ま
た

は
身

体
に

危
害

が
生

ず
る

お
そ

れ

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
区

域
で

、
土

砂
災

害
を

防
止

す
る

た
め

に
警

戒
避

難
体

制
を

特
に

整
備

す
べ

き
土

地
の

区
域


用

語
解

説

土
砂

災
害

警
戒

区
域

に
関

す
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

作
成

に
よ

り
、
住

民
が

身
の

回
り

の
災

害

リ
ス

ク
を

正
し

く
認

識
す

る
こ

と
に

繋
が

り
、

災
害

時
の

正
し

い
避

難
行

動
を

促
進

す
る

。


ポ

イ
ン
ト

出
典

：重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

h
tt

p
s
:/

/
d

is
a
p

o
rt

a
l.
g

s
i.
g

o
.j

p
/
in

d
e

x
.h

tm
l

※
各

地
域

の
洪

水
・
土

砂
災

害
・
高

潮
・
津

波
の

リ
ス

ク
情

報
、
道

路
防

災
情

報
、
土

地
の

特
徴

・成
り

立
ち

な
ど

を
地

図
や

写
真

に
自

由
に

重
ね

て
表

示
可

能
。

「重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」に
お

い
て

、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
に

お
け

る
急

傾
斜

地
崩

壊
、
土

石
流

及
び

地
す

べ
り

に
関

す
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

公
開

。

（
（
土

砂
災

害
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
新

規
公

表
さ

れ
た

土
砂

災
害

警
戒

区
域

）

／
（
指

定
又

は
指

定
予

定
の

土
砂

災
害

警
戒

区

域
の

数
（
約

6
9

9
,1

0
0

区
域

）
（
令

和
5

年
度

末
時

点
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義

「土
砂

災
害

」を
選

択

拡
大

表
示
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指
標

名
：
地

震
観

測
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

（
停

電
対

策
が

必
要

な
箇

所
：
6
6
3
か

所
）
の

完
了

率

【
2
】
線

状
降

水
帯

・
台

風
、

大
規

模
地

震
・
大

規
模

噴
火

等
に

関
す

る
情

報
の

高
度

化
【
国

土
交

通
省

】

（
令

和
7
年

3
月

末
時

点
国

土
交

通
省

気
象

庁
）

36
41

67

10
0

R5
R6

R1
2

R1
5

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）


全

国
値

耐
災

害
性

強
化

が
完

了
し

た
観

測
施

設

耐
災

害
性

強
化

が
未

完
了

の
観

測
施

設

完
了

率
（
全

国
）

：
4

1
%

（
2

6
9

箇
所

/
6

6
3

箇
所

）

●
地

震
観

測
施

設

…
こ

の
図

で
は

、
気

象
庁

が
緊

急
地

震
速

報
、

震
度

情
報

、
津

波
警

報
等

の
地

震
・
津

波
情

報

の
発

表
の

た
め

に
全

国
に

設
置

し
た

観
測

施

設
を

示
す

。


用

語
解

説

地
震

・
津

波
・
火

山
の

観
測

機
器

等
を

計
画

的

に
更

新
し

、
住

民
避

難
等

に
必

要
な

緊
急

地
震

速
報

や
津

波
警

報
、
噴

火
警

報
等

を
適

切
に

発

表
で

き
る

体
制

を
維

持
・
強

化
す

る
。


ポ

イ
ン
ト

（
（
耐

災
害

性
の

強
化

（
停

電
対

策
の

強
化

）
を

完
了

し
た

地
震

観
測

施
設

（
多

機
能

型
地

震
観

測
装

置
及

び
震

度
観

測
装

置
）の

数
）

／
（
全

国
の

地
震

観
測

施
設

（
多

機
能

型
地

震

観
測

装
置

及
び

震
度

観
測

装
置

）
の

数
）
）

×
1
0

0


指

標
の

定
義

※
地

震
観

測
施

設
に

お
け

る
耐

災
害

性
強

化
（
停

電
対

策
）
の

実
施

状
況
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指
標

名
：
火

山
観

測
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

（
停

電
対

策
が

必
要

な
箇

所
：
6
1
か

所
）
の

完
了

率

【
2
】
線

状
降

水
帯

・
台

風
、

大
規

模
地

震
・
大

規
模

噴
火

等
に

関
す

る
情

報
の

高
度

化
【
国

土
交

通
省

】

（
令

和
7
年

3
月

末
時

点
国

土
交

通
省

気
象

庁
）

7
11

52

10
0

R5
R6

R1
2

R1
5

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

将
来

目
標
値
（％

）


全

国
値

全
て

の
観

測
施

設
で

耐
災

害
性

強
化

が
完

了
し

た
火

山
（4

火
山

）

一
部

の
観

測
施

設
で

耐
災

害
性

強
化

が
完

了
し

た
火

山
（3

火
山

）

完
了

率
（
全

国
）

：
1
1
%

（
7

箇
所

/
6

1
箇

所
）

耐
災

害
性

強
化

が
未

完
了

の
火

山
（4

3
火

山
）

※
対

象
観

測
施

設
が

複
数

個
所

あ
る

う
ち

、
一

部
が

完
了

し
て

い
る

火
山

※
火

山
観

測
施

設
に

お
け

る
耐

災
害

性
強

化
（
停

電
対

策
）
の

実
施

状
況

●
火

山
観

測
施

設

…
こ

の
図

で
は

、
気

象
庁

が
噴

火
警

報
等

の
火

山
情

報
の

発
表

の
た

め
、
全

国
に

設
置

し
た

観

測
施

設
を

示
す

。


用

語
解

説

地
震

・
津

波
・
火

山
の

観
測

機
器

等
を

計
画

的

に
更

新
し

、
住

民
避

難
等

に
必

要
な

緊
急

地
震

速
報

や
津

波
警

報
、
噴

火
警

報
等

を
適

切
に

発

表
で

き
る

体
制

を
維

持
・
強

化
す

る
。


ポ

イ
ン
ト

（
（
耐

災
害

性
の

強
化

（
停

電
対

策
の

強
化

）
を

完
了

し
た

火
山

観
測

施
設

（
火

山
総

合
観

測

点
）
の

数
）
／

（
全

国
の

火
山

観
測

施
設

（
火

山

総
合

観
測

点
）の

数
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義
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94
10
0

R5
R7

R1
0

第
１
次

実
施
中
期
計
画

計
画

期
間
内

目
標

値
（％

）

現
況

値
（％

）

指
標

名
：
都

道
府

県
、

指
定

都
市

、
中

核
市

（
全

国
1
2
9
団

体
）
に

お
け

る
盛

土
規

制
法

※
に

基
づ

く
規

制
区

域
の

指
定

完
了

率
※

宅
地

造
成

及
び

特
定

盛
土

等
規

制
法

（
昭

和
3
6
年

法
律

第
1
9
1
号

）

【
4
】
大

規
模

盛
土

造
成

地
等

の
リ

ス
ク

把
握

に
関

す
る

対
策

【
農

林
水

産
省

・
国

土
交

通
省

】


全

国
値

●
盛

土
規

制
法

…
盛

土
等

に
よ

る
災

害
か

ら
国

民
の

生
命

・
身

体
を

守
る

た
め

、
土

地
の

用
途

（
宅

地
、
森

林
、

農
地

等
）
に

か
か

わ
ら

ず
、
危

険
な

盛
土

等
を

全
国

一
律

の
基

準
で

包
括

的
に

規
制

す
る

法

律
。

●
規

制
区

域

…
市

街
地

や
集

落
、
そ

の
周

辺
等

、
人

家
等

が

存
在

す
る

エ
リ

ア
や

地
形

等
の

条
件

か
ら

人
家

等
に

被
害

を
及

ぼ
し

う
る

エ
リ

ア
を

都
道

府
県

等
が

指
定

。

（
令

和
７
年

1
2
月

末
時

点
）


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説


都

道
府

県
別

※
規

制
区

域
の

指
定

の
有

無

※
着

色
範

囲
は

規
制

区
域

の
範

囲
を

示
す

も
の

で
は

な
い

。

（
（
盛

土
規

制
法

に
基

づ
く

規
制

区
域

の
指

定
が

完
了

し
た

都
道

府
県

、
指

定
都

市
、
中

核
市

の
数

）

／
（
盛

土
規

制
法

に
基

づ
く

規
制

区
域

を
指

定
す

る

権
限

を
有

す
る

都
道

府
県

、
指

定
都

市
、
中

核
市

の

数
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義

○
規

制
区

域
内

で
行

う
一

定
規

模
以

上
の

盛
土

等
に

関
す

る
工

事
に

つ
い

て
は

、
都

道
府

県
知

事
等

の

許
可

が
必

要
。

○
関

係
市

町
村

や
地

域
住

民
等

に
よ

る
地

域
の

盛
土

等
の

認
識

・
通

報
を

通
じ

た
不

法
・
危

険
盛

土
等

の

未
然

防
止

や
早

期
発

見
・
対

応
に

よ
り

、
盛

土
等

に

伴
う

災
害

防
止

を
推

進
。

○
危

険
な

盛
土

等
に

対
し

て
は

、
土

地
所

有
者

等
に

是
正

命
令

を
実

施
。
従

わ
な

い
場

合
等

に
は

告
発

や
厳

し
い

罰
則

の
対

象
。
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指
標

名
：
緊

急
地

震
速

報
や

震
度

情
報

等
の

適
切

な
発

信
の

た
め

、
高

精
度

な
新

型
地

震
計

へ
の

更
新

（
1
,9

5
7
 か

所
）
及

び
地

上
回

線
途

絶
時

に
も

通
信

可
能

な
海

底
地

震
津

波
観

測
網

陸
上

局
舎

内
機

器
の

更
新

（
1
0
 か

所
）
の

完
了

率

【
5
】
地

震
津

波
火

山
観

測
網

の
高

度
化

に
関

す
る

対
策

【
文

部
科

学
省

】

60
64

75
10
0

R6
R7

R1
2

R2
4

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内
目

標
値
（％

）


全

国
値

地
震

津
波

火
山

観
測

網
を

高
度

化
し

、
災

害
の

予
測

精
度

向
上

に
資

す
る

調
査

研
究

や
災

害
情

報
の

発
信

、
国

や
地

方
公

共
団

体
等

の
防

災
対

策
等

に
貢

献
す

る
。


ポ

イ
ン
ト

（
更

新
済

み
の

観
測

点
及

び
陸

上
局

舎
内

機
器

数

／
運

用
観

測
点

及
び

陸
上

局
舎

内
機

器
数

）×
1
0

0


指

標
の

定
義

※
広

帯
域

地
震

観
測

網
地

震
計

の
更

新
状

況

（
2

2
/
7

3
 更

新
済

み
）

※
基

盤
的

火
山

観
測

網
地

震
計

の
更

新
状

況

（
4

5
/
5

5
 更

新
済

み
）

※
高

感
度

地
震

観
測

網
地

震
計

の
更

新
状

況

（
1

4
8

/
7

8
8

 更
新

済
み

）

※
全

国
強

震
観

測
網

地
震

計
の

更
新

状
況

（
1

0
３

５
/
1

0
4

1
 更

新
済

み
）

（
令

和
７
年

度
末

時
点

）

：
更

新
・
対

応
済

み

：
未

更
新

・
未

対
応

※
海

底
地

震
・
津

波
観

測
網

陸
上

局
舎

内
機

器
の

更
新

状
況

（
2

/
1

0
 更

新
済

み
）
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33

10
0

R5
R1
1

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期

計
画計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）


全

国
値

指
標

名
：
整

備
が

必
要

な
南

海
ト

ラ
フ

西
側

へ
の

海
底

地
殻

変
動

観
測

装
置

（
３

か
所

）
の

設
置

率

【
5
】
地

震
津

波
火

山
観

測
網

の
高

度
化

に
関

す
る

対
策

【
文

部
科

学
省

】

国
立

研
究

開
発

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

南
海

ト
ラ

フ
ゆ

っ
く

り
滑

り
断

層
観

測
監

視
計

画
＜

サ
イ

ト
U

R
L
＞

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.j

a
m

s
te

c
.g

o
.j

p
/r

im
g

/j
/r

e
s
e

a
rc

h
/y

u
k
k
u

ri
s
u

b
e

ri
/

●
地

殻
変

動
観

測
装

置

…
巨

大
地

震
発

生
前

に
観

測
さ

れ
る

「
ゆ

っ
く

り
滑

り
（
ス

ロ
ー

ス
リ

ッ
プ

）
」
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
把

握
し

、
南

海
ト

ラ
フ

地
震

等
の

大
規

模
地

震
の

予
兆

を
観

測
す

る
た

め
、
海

底
深

部
に

設

置
さ

れ
て

い
る

観
測

装
置

。

●
長

期
孔

内
観

測
シ

ス
テ

ム

…
海

底
深

く
に

掘
削

し
た

穴
の

中
に

セ
ン

サ
を

設
置

し
、

地
震

や
地

殻
変

動
を

長
期

間
に

わ

た
っ

て
観

測
す

る
シ

ス
テ

ム
。

海
底

深
部

に
お

け
る

地
殻

変
動

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
観

測
の

実
現

を
通

じ
て

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
の

予
兆

を
察

知
す

る
能

力
が

向
上

す
る

こ
と

に
よ

り
、
国

民
の

安
全

・
安

心
の

確
保

に
貢

献

す
る

。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（
設

置
済

み
の

海
底

地
殻

変
動

観
測

装
置

数

／
設

置
予

定
の

海
底

地
殻

変
動

観
測

装
置

数
）

×
1
0

0


指

標
の

定
義

国
立

研
究

開
発

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

、
海

底
地

殻
変

動
観

測
装

置
の

整
備

状
況

を
公

開
。
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指
標

名
：
火

山
噴

出
物

の
観

測
分

析
体

制
の

強
化

と
併

せ
て

、
噴

火
の

時
期

や
場

所
等

の
予

測
の

た
め

の
震

源
や

地
殻

変
動

源
の

高
精

度
な

推
定

等
の

火
山

活
動

評
価

が
可

能
な

観
測

装
置

の
整

備
が

さ
れ

て
い

る
火

山
（
5
2
 か

所
）
の

割
合

【
5
】
地

震
津

波
火

山
観

測
網

の
高

度
化

に
関

す
る

対
策

【
文

部
科

学
省

】

29
31

50

10
0

R6
R7

R1
2

R2
7

初
期

値
（％

）

目
標

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画


全

国
値

地
震

津
波

火
山

観
測

網
を

高
度

化
し

、
災

害
の

予
測

精
度

向
上

に
資

す
る

調
査

研
究

や
災

害

情
報

の
発

信
、
国

や
地

方
公

共
団

体
等

の
防

災

対
策

等
に

貢
献

す
る

。


ポ

イ
ン
ト

（
整

備
済

み
の

拠
点

及
び

火
山

数

／
整

備
す

べ
き

火
山

噴
出

物
の

観
測

分
析

体

制
（
拠

点
）
及

び
火

山
活

動
評

価
が

可
能

な
観

測
装

置
を

整
備

す
べ

き
火

山
数

）
×

1
0

0


指

標
の

定
義

（
令

和
７
年

度
末

時
点

）

：
整

備
済

み
（
火

山
）

：
未

整
備

（
拠

点
）

：
未

整
備

（
火

山
）

（
1

6
/
5

2
整

備
済

み
）
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60

10
0

R5
R1
2

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施
中
期
計
画計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
全

国
の

電
子

基
準

点
網

に
お

け
る

耐
災

害
性

強
化

対
策

（
機

器
の

更
新

、
省

電
力

化
、

通
信

回
線

冗
長

化
等

：
3
,3

0
0
件

）
の

完
了

率

【
6
】
安

定
的

な
位

置
情

報
イ

ン
フ

ラ
提

供
の

た
め

の
電

子
基

準
点

網
等

の
耐

災
害

性
強

化
対

策
【
国

土
交

通
省

】


全

国
値

●
電

子
基

準
点

…
全

国
約

1
,3

0
0

か
所

に
設

置
さ

れ
た

G
N

S
S

連
続

観
測

点
。
（
G

N
S

S
…

衛
星

測
位

シ
ス

テ
ム

。
人

工
衛

星
を

利
用

し
て

地
上

の
現

在
位

置
を

計
測

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
）

電
子

基
準

点
を

活
用

し
た

高
精

度
測

位
サ

ー
ビ

ス
は

、
各

種
測

量
、
IC

T
施

工
、
地

殻
変

動
監

視

等
幅

広
い

分
野

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。

各
電

子
基

準
点

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

詳
細

を
閲

覧
可

能
。

詳
細

情
報

と
し

て
最

新
受

信
機

更
新

日
・
最

新
ア

ン
テ

ナ
更

新
日

の
閲

覧
が

可
能

で
あ

る
た

め
、
機

器
の

更
新

が
実

施
さ

れ
て

い
る

か
の

確
認

が
可

能
で

あ
る

。

確
認

し
た

い
電

子
基

準
点

を
ク

リ
ッ

ク

電
子

基
準

点
の

耐
災

害
性

を
強

化
す

る
こ

と
で

災
害

に
よ

る
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
も

安
定

的
に

位
置

情
報

の
提

供
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

出
典

：電
子

基
準

点
デ

ー
タ

提
供

サ
ー

ビ
ス

h
tt

p
s
:/

/t
e

rr
a
s
.g

s
i.
g

o
.j

p
/i

n
d

e
x
.p

h
p

「電
子

基
準

点
デ

ー
タ

提
供

サ
ー

ビ
ス

」に
お

い
て

、
G

E
O

N
E

T
(G

N
S

S
連

続
観

測
シ

ス
テ

ム
)で

得
ら

れ
た

電
子

基
準

点
観

測
デ

ー
タ

や
解

析
結

果
等

を
公

開
。

（
（
電

子
基

準
点

網
の

耐
災

害
性

強
化

の
実

施

件
数

）
／

（
全

国
の

電
子

基
準

点
の

う
ち

、

2
0

3
0

年
度

ま
で

に
必

要
と

な
る

機
器

の
更

新
や

省
電

力
化

な
ど

の
耐

災
害

性
強

化
対

策

の
件

数
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義
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0

80

R5
R1
2

現
況

値
（％

）
第
１
次

実
施
中
期
計
画

計
画
期
間

内
目
標
値
（％

）

指
標

名
：
干

渉
S
A

R
時

系
列

解
析

の
高

度
化

（
全

国
時

系
列

解
析

に
お

け
る

A
L
O

S
-
４

（
先

進
レ

ー
ダ

衛
星

「
だ

い
ち

４
号

」
）
の

活
用

割
合

の
向

上
）
完

了
率

【
7
】
S
A

R
衛

星
デ

ー
タ

等
に

よ
る

全
国

陸
域

の
地

殻
変

動
の

監
視

【
国

土
交

通
省

】


全

国
値

●
干

渉
S

A
R

時
系

列
解

析

…
S

A
R

衛
星

に
よ

っ
て

取
得

で
き

る
異

な
る

時
期

の
観

測
デ

ー
タ

を
多

数
用

い
て

、
不

要
な

ノ
イ

ズ
を

除
去

し
な

が
ら

同
じ

地
点

の
地

表
面

の
微

細
な

変
化

を
面

的
に

捉
え

る
解

析
方

法
。

地
表

面
の

微
細

な
変

動
を

面
的

に
捉

え
る

こ
と

で
、
火

山
活

動
に

伴
う

地
殻

変
動

等
を

捉
え

る

こ
と

が
可

能
に

な
る

。

衛
星

S
A

R
地

盤
変

動
測

量
成

果
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
サ

ー
ビ

ス
に

て
J
A

X
A

の
衛

星
「だ

い
ち

２
号

」及
び

「だ
い

ち
４

号
」の

デ
ー

タ
を

解
析

し
た

干
渉

S
A

R
時

系
列

解
析

結
果

（
測

量
成

果
）
を

閲
覧

可
能

。

S
A

R
衛

星
の

デ
ー

タ
を

用
い

た
干

渉
S

A
R

時
系

列
解

析
結

果
（
測

量
成

果
）
や

測
量

成
果

を
得

る
過

程
で

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
（
測

量
記

録
）

を
取

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
画

像
は

衛
星

S
A

R
地

盤
変

動
測

量
成

果
）

現
行

の
だ

い
ち

2
号

よ
り

も
観

測
頻

度
の

高
い

だ
い

ち
4

号
を

用
い

た
解

析
を

実
施

す
る

こ
と

で
、
微

細
な

地
殻

変
動

を
監

視
し

、
大

規
模

な

地
震

・
火

山
災

害
の

発
生

に
備

え
る

こ
と

が
可

能
に

な
る

。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

※
現

時
点

の
A

L
O

S
-
４

の
デ

ー
タ

を
最

大
限

活
用

し
た

場
合

に
達

成
さ

れ
得

る
最

高
水

準
の

干
渉

S
A

R
時

系
列

解
析

の
高

度
化

完
了

率

出
典

：衛
星

S
A

R
地

盤
変

動
測

量
成

果
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
サ

ー
ビ

ス
h

tt
p

s
:/

/
s
a
rp

ro
d

.g
s
i.
g

o
.j

p
/

（
（
干

渉
S

A
R

時
系

列
解

析
に

用
い

た
A

L
O

S
-

4
の

デ
ー

タ
数

）
／

（
干

渉
S

A
R

時
系

列
解

析

に
用

い
た

全
デ

ー
タ

数
）
）
×

1
0

0


指

標
の

定
義
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
都

道
府

県
別

指
標

名
：
市

区
町

村
（
全

国
1
,7

41
 市

区
町

村
）に

お
け

る
防

災
行

政
無

線
等

の
多

様
な

災
害

情
報

伝
達

手
段

（障
害

者
や

外
国

人
等

へ
の

配
慮

も
含

め
た

情
報

伝
達

手
段

）
の

整
備

完
了

率

【
9
】
住

民
等

の
避

難
等

に
資

す
る

情
報

伝
達

手
段

の
多

重
化

・
多

様
化

【
総

務
省

】

●
防

災
行

政
無

線
等

…
市

町
村

防
災

行
政

無
線

（
同

報
系

）
な

ど
を

活
用

し
て

、
屋

外
ス

ピ
ー

カ
ー

又
は

戸
別

受
信

機
に

よ
り

、
市

町
村

が
災

害
情

報
を

放
送

す
る

も
の

。


用

語
解

説

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

等
の

派
遣

に
よ

り
IC

T
技

術
を

活
用

し
た

情
報

伝
達

手
段

の
多

重
化

・
多

様
化

を
促

進
し

、
外

国
人

や
障

害
者

を
含

む
全

て
の

住
民

等
が

、
災

害
情

報
を

迅
速

か
つ

確
実

に
受

け
取

る
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

。


ポ

イ
ン
ト

（
（
防

災
行

政
無

線
等

を
整

備
し

た
上

で
、
多

様

な
災

害
情

報
伝

達
手

段
を

整
備

し
て

い
る

自

治
体

数
）／

（全
自

治
体

数
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義

0

89
.9

10
0

R6
R1
2

現
況

値
（
％

）
第
１
次

実
施
中
期
計
画

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）


全

国
値

（
※

令
和

７
年

４
月

１
日

時
点

）

東
京
都

88
.7

⽯
川
県

10
0

⾹
川
県
76
.5

佐
賀
県

95

愛
媛
県

95

熊
本
県

93
.3

茨
城
県

95
.5

島
根
県

68
.4

⿃
取
県

73
.7

京
都
府

80
.8 ⼤
阪
府

95
.3

奈
良
県

76
.9

1
0

0
%

9
0

%
以

上
1
0

0
%

未
満

8
0

%
以

上
9

0
%

未
満

7
0

%
以

上
8

0
%

未
満

7
0

%
未

満

神
奈
川
県

10
0

（
計

画
期

間
内

目
標

値
）

R7
※
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
地

方
ブ

ロ
ッ
ク
別

指
標

名
：
気

候
変

動
を

踏
ま

え
た

洪
水

に
対

応
（
必

要
な

流
下

能
力

を
確

保
）
し

た
国

管
理

河
川

（
約

1
,5

0
0
万

m
3
/
s・

km
）
の

整
備

完
了

率

【
1
0
】
流

域
治

水
対

策
（
河

川
、

砂
防

、
下

水
道

、
海

岸
）
【
国

土
交

通
省

・
農

林
水

産
省

】

●
流

下
能

力

河
道

計
画

上
安

全
に

流
下

で
き

る
と

評
価

さ

れ
る

流
量

の
こ

と
。


用

語
解

説

河
川

堤
防

や
ダ

ム
の

整
備

等
の

治
水

対
策

に

よ
り

、
気

候
変

動
を

踏
ま

え
た

洪
水

に
対

し
て

必
要

な
流

下
能

力
を

確
保

し
、
河

川
か

ら
の

氾

濫
等

に
よ

る
浸

水
被

害
を

軽
減

・防
止

す
る

。


ポ

イ
ン
ト

洪
水

調
節

分
も

考
慮

し
た

、
各

断
面

で
目

標
と

す
る

流
下

能
力

の
総

和
に

対
す

る
、
現

況
の

流

下
能

力
の

確
保

率
※

河
川

整
備

の
中

期
的

な
計

画
を

定
め

る
整

備
計

画
の

策
定

時
点

を

進
捗

管
理

の
起

点
と

す
る

各
断

面
の

現
況

流
下

能
力

＋
現

況
洪

水
調

節

施
設

の
調

節
流

量
の

総
和

各
断

面
の

流
プ

ロ
2

.0
等

に
お

け
る

目
標

流
量

（河
道

＋
洪

水
調

節
施

設
）の

総
和


指

標
の

定
義

31
39

10
0

R5
R1
2

R6
2

第
１
次

実
施

中
期
計
画

現
況

値
（％

）

将
来

目
標
値
（％

）
計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）


全

国
値

（
令

和
５
年

度
末

時
点

）

※
地

方
ブ

ロ
ッ
ク
は

地
方

整
備

局
等

の
管

轄
区

域
を

示
し
て

い
る

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

北
海
道

東
北

関
東

北
陸

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州

国管理河川の整備完了率（％）
Ｒ
１
２
時

点
の

目
標

整
備

完
了

率
(
全

国
値

※
)
:3

9
%

※
各

地
方

整
備

局
等

で
の

目
標

整
備

率
で

は
な

く
、

国
管

理
河

川
全

体
の

目
標

整
備

率
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指
標

名
：
気

候
変

動
を

踏
ま

え
た

高
潮

・
津

波
に

対
応

（
必

要
な

堤
防

高
を

確
保

）
し

た
海

岸
堤

防
等

（
延

長
約

2
,7

0
0
km

）
の

整
備

完
了

率

【
1
0
】
流

域
治

水
対

策
（
河

川
、

砂
防

、
下

水
道

、
海

岸
）
【
国

土
交

通
省

・
農

林
水

産
省

】


都

道
府

県
別

（
令

和
５
年

度
末

時
点

）

51
58

10
0

R5
R1
2

R5
2

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）


全

国
値

海
岸

堤
防

等
の

海
岸

保
全

施
設

の
整

備
を

実

施
し

、
気

候
変

動
を

踏
ま

え
た

高
潮

・
津

波
に

よ
る

被
害

を
軽

減
・
防

止
す

る
。


ポ

イ
ン
ト

（
（
海

岸
保

全
施

設
整

備
に

よ
り

必
要

高
さ

を

確
保

し
た

堤
防

整
備

量
）
／

（
気

候
変

動
を

踏

ま
え

た
高

潮
・
津

波
を

防
護

す
る

た
め

に
必

要

な
堤

防
整

備
量

））
×

1
0

0


指

標
の

定
義

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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70
72

82
10
0

R5
R6

R1
2

R2
2

第
１
次

実
施

中
期
計
画

現
況

値
（％

）
将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
時

点
）

指
標

名
：
浸

水
実

績
地

区
等

（
全

国
約

3
7
万

h
a（

令
和

５
年

度
末

時
点

）
）
に

お
け

る
下

水
道

に
よ

る
浸

水
対

策
完

了
率

【
1
0
】
流

域
治

水
対

策
（
河

川
、

砂
防

、
下

水
道

、
海

岸
）
【
国

土
交

通
省

・
農

林
水

産
省

】

従
来

の
計

画
降

雨
に

対
し

、
人

口
・
資

産
集

積

地
区

の
う

ち
、
過

去
に

浸
水

被
害

の
発

生
実

績

が
あ

る
な

ど
の

浸
水

リ
ス

ク
の

高
い

エ
リ

ア
が

あ
る

地
域

に
て

、
下

水
道

に
よ

る
浸

水
対

策
を

実
施

し
、
浸

水
被

害
を

防
止

し
て

い
る

。


ポ

イ
ン
ト

（
（
整

備
が

完
了

し
た

面
積

）

／
（
人

口
・
資

産
集

積
地

区
の

う
ち

浸
水

リ
ス

ク

の
高

い
エ

リ
ア

で
雨

水
排

水
施

設
の

整
備

が
必

要
な

面
積

））
×

1
0

0


指

標
の

定
義

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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5
5

12

10
0

R5
R6

R1
2

R4
0

第
１
次

実
施
中
期
計
画

現
況

値
（％

）
計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

将
来

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
浸

水
実

績
地

区
等

（
全

国
約

3
7
万

h
a（

令
和

５
年

度
末

時
点

））
に

お
け

る
下

水
道

に
よ

る
気

候
変

動
の

影
響

を
踏

ま
え

た
浸

水
対

策
完

了
率

【
1
0
】
流

域
治

水
対

策
（
河

川
、

砂
防

、
下

水
道

、
海

岸
）
【
国

土
交

通
省

・
農

林
水

産
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
6
年

度
時

点
）

気
候

変
動

の
影

響
に

よ
る

降
雨

量
の

増
加

を
踏

ま
え

た

降
雨

に
対

し
、
人

口
・資

産
集

積
地

区
の

う
ち

、
過

去
に

浸

水
被

害
の

発
生

実
績

が
あ

る
な

ど
の

浸
水

リ
ス

ク
の

高

い
エ

リ
ア

が
あ

る
地

域
に

て
、
下

水
道

に
よ

る
浸

水
対

策

を
実

施
し

、
浸

水
被

害
を

防
止

し
て

い
る

。

※
多

様
な

主
体

と
の

連
携

等
に

よ
る

浸
水

対
策

例

民
間

等
に

よ
る

雨
水

貯
留

浸
透

施
設

の
整

備
、
地

下
施

設
に

お
け

る
止

水
板

設
置

な
ど


ポ

イ
ン
ト

（
（
対

策
を

実
施

し
た

面
積

）
／

（
気

候
変

動
の

影
響

に
よ

る
降

雨
量

の
増

加
を

踏
ま

え
た

降
雨

に
対

し
、
下

水
道

に

よ
る

ハ
ー

ド
対

策
に

加
え

、
多

様
な

主
体

と
の

連
携

等
に

よ
る

浸
水

対
策

（
※

）
が

必
要

な
面

積
）
）
×

1
0

0


指

標
の

定
義

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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
地

方
ブ

ロ
ッ
ク
別

（
令

和
５
年

度
末

時
点

）

指
標

名
：
渇

水
対

応
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

作
成

を
優

先
的

に
進

め
る

一
級

水
系

（
5
8
水

系
）
の

う
ち

、
作

成
・
公

表
を

完
了

し
た

割
合

【
1
8
】
気

候
変

動
等

に
対

応
し

た
渇

水
対

策
及

び
災

害
時

に
お

け
る

用
水

供
給

の
確

保
【
国

土
交

通
省

】

●
渇

水
対

応
タ

イ
ム

ラ
イ

ン

渇
水

関
係

機
関

の
連

携
の

も
と

作
成

す
る

、
渇

水
の

深
刻

度
の

進
展

と
影

響
・
被

害
を

想
定

し

た
「
渇

水
シ

ナ
リ

オ
」
と

、
渇

水
に

よ
る

被
害

の

軽
減

と
最

小
化

の
た

め
の

対
策

等
を

時
系

列

で
整

理
し

た
「
行

動
計

画
」
で

構
成

す
る

も
の

。


用

語
解

説

渇
水

対
応

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
作

成
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、
河

川
管

理
者

、
水

道
用

水
、
農

業

用
水

、
工

業
用

水
等

の
関

係
者

が
連

携
し

て
渇

水
に

よ
る

影
響

や
被

害
な

ど
の

リ
ス

ク
の

認
識

を
共

有
し

、
徐

々
に

深
刻

化
し

て
い

く
渇

水
の

被
害

の
軽

減
を

図
る

。


ポ

イ
ン
ト

（
（
渇

水
対

応
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
を

公
表

し
て

い
る

一
級

水
系

数
）
／

（
ダ

ム
等

の
貯

水
施

設
が

あ

り
、
か

つ
渇

水
調

整
協

議
会

等
が

設
置

さ
れ

て

い
る

一
級

水
系

数
）
）
×

1
0

0


指

標
の

定
義

55

10
0

R6
R1
2

第
１
次

実
施
中
期
計
画

現
況

値
（％

）
計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）


全

国
値

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

北
海
道
東
北

関
東

北
陸

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州

渇⽔対応タイムラインの作成・公表の完了率
（%）

※
地

方
ブ

ロ
ッ
ク
は

地
方

整
備

局
等

の
管

轄
区

域
を

示
し
て

い
る

Ｒ
１
２
時

点
の

目
標

整
備

完
了

率
(
全

国
値

)
:1

0
0
%
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指
標

名
：
耐

震
対

策
が

早
期

に
必

要
と

判
明

し
、

被
災

に
よ

る
影

響
度

が
極

め
て

大
き

い
重

要
度

の
高

い
国

営
造

成
施

設
（
2
3
施

設
）
に

お
け

る
対

策
完

了
率

【
2
0
】
農

業
水

利
施

設
の

耐
震

化
【
農

林
水

産
省

】

48
57

91
10
0

R5
R7

R1
2

R1
6

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

将
来

目
標
値
（％

）
計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）


全

国
値

（
令

和
７

年
度

末
時

点
）

（凡
例

）

●
対

策
完

了

●
対

策
中

遙
拝

頭
首

工

右
岸

頭
首

工
取

水
口

通
谷

調
整

池

横
谷

調
整

池

新
田

原
井

堰

圦
樋

堰

明
治

用
水

頭
首

工

栃
山

頭
首

工

玉
淀

ダ
ム

富
川

頭
首

工

名
取

川
頭

首
工

石
狩

川
頭

首
工

近
文

頭
首

工

鹿
妻

穴
堰

頭
首

工

あ
い

の
の

ダ
ム

芦
野

頭
首

工

新
一

の
堰

頭
首

工

加
治

川
第

１
頭

首
工

加
治

川
第

２
頭

首
工

白
山

頭
首

工

岡
島

頭
首

工

船
木

池

安
政

池


用

語
解

説

国
営

造
成

施
設

の
耐

震
対

策
を

推
進

し
、
施

設

の
損

傷
に

よ
る

水
害

そ
の

他
の

災
害

か
ら

国

民
の

生
命

及
び

財
産

を
保

護
す

る
。


ポ

イ
ン
ト

（
（
重

要
度

の
高

い
国

営
造

成
施

設
の

う
ち

、
耐

震
対

策
が

早
期

に
必

要
と

判
明

し
、
対

策
が

完

了
し

た
施

設
数

）
／

（
重

要
度

の
高

い
国

営
造

成
施

設
の

う
ち

、
耐

震
対

策
が

早
期

に
必

要
と

判
明

し
た

施
設

数
）
）
×

1
0

0


指

標
の

定
義

※
国

営
造

成
施

設
（
2

3
施

設
）
に

お
け

る
対

策
実

施
状

況

●
国

営
造

成
施

設
（2

3
施

設
）

…
耐

震
性

能
照

査
に

よ
り

耐
震

対
策

が
早

期
に

必
要

と
判

明
し

た
、
農

業
用

ダ
ム

及
び

頭
首

工

（
河

川
か

ら
用

水
を

取
水

す
る

た
め

の
施

設
）
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指
標

名
：
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
官

民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

登
録

し
て

い
る

地
方

公
共

団
体

（
1
5
0
団

体
（
令

和
1
2
年

度
末

時
点

想
定

）
）
に

お
け

る
取

組
完

了
率

【
2
1
】
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
を

活
用

し
た

防
災

・
減

災
対

策
【
国

土
交

通
省

】

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

16
34

10
0

R4
R6

R1
2

現
況

値
（
％
）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）


全

国
値

●
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ

…
自

然
の

多
様

な
機

能
を

活
用

し
た

社
会

資

本 ●
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
官

民
連

携
プ

ラ
ッ

ト

フ
ォ

ー
ム

（
G

IP
F
）

…
産

官
学

な
ど

多
様

な
主

体
の

積
極

的
な

参

画
及

び
官

民
連

携
を

促
進

す
る

た
め

の
組

織


用

語
解

説

雨
水

貯
留

浸
透

機
能

の
高

い
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
の

導
入

を
全

国
的

に
推

進
し

、
浸

水
に

よ
る

人
命

・
財

産
、
社

会
経

済
活

動
へ

の
被

害
・
影

響

を
軽

減
す

る
。


ポ

イ
ン
ト

（
（
事

業
予

算
を

用
い

て
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
の

取
組

を
実

施
し

た
自

治
体

数
）
／

（
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
官

民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

登
録

し

て
い

る
自

治
体

数
）
）
×

1
0

0


指

標
の

定
義

（凡
例

）
青

字
：G

IP
F
登

録
済

み
か

つ
事

業
予

算
を

用
い

て
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
の

取
組

を
実

施
し

た
地

方
公

共
団

体
赤

字
：
G

IP
F
登

録
済

み
の

地
方

公
共

団
体
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53
53

57

R5
R6

R1
1

現
況

値
（
％

）

第
１
次

実
施
中
期
計
画

計
画

期
間
内

目
標

値
（％

）

指
標

名
：
調

査
対

象
地

域
（
全

国
2
8
7
,9

6
6
km

2
）
に

お
け

る
地

籍
調

査
の

完
了

率
※

第
７

次
「
国

土
調

査
事

業
十

箇
年

計
画

」
（
令

和
２

年
５

月
2
6
日

閣
議

決
定

）
に

基
づ

い
た

当
面

の
目

標
値

【
2
5
】
災

害
後

の
円

滑
な

復
旧

・
復

興
を

確
保

す
る

た
め

の
地

籍
調

査
【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


市

区
町

村
別

出
典

：地
籍

調
査

状
況

マ
ッ

プ
（
国

土
交

通
省

）
＜

サ
イ

ト
U

R
L
＞

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
h

is
e

k
i.
g

o
.j

p
/
m

a
p

/
in

d
e

x
.p

h
p

#
p

ro
g

re
s
s


全

国
値

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

「
地

籍
調

査
状

況
マ

ッ
プ

」に
お

い
て

、
都

道
府

県
・
市

区
町

村
別

の
、
地

籍
調

査
の

実
施

状
況

(完
了

、
実

施
中

、
休

止
中

、
未

着
手

)、
地

籍
調

査
進

捗
率

、
地

籍
調

査
等

の
実

施
地

域
の

地
図

を
調

べ
る

こ
と

が
可

能
。

●
地

籍
調

査

…
主

に
市

町
村

が
主

体
と

な
っ

て
行

う
調

査
で

、

一
筆

ご
と

の
土

地
に

つ
い

て
、
所

有
者

、
地

番
、

地
目

を
確

認
し

、
境

界
の

位
置

や
面

積
を

測
量

す

る
調

査
。

地
籍

調
査

を
実

施
す

る
こ

と
で

土
地

の
境

界
が

公
共

座
標

に
よ

り
数

値
的

に
把

握
可

能
に

な
り

、

災
害

時
に

境
界

を
早

く
復

元
で

き
る

。
こ

れ
に

よ

り
、
復

旧
活

動
に

迅
速

に
取

り
組

み
可

能
と

な
り

、

ま
た

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

等
の

早
期

復
旧

に
も

つ
な

が

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（（
地

籍
調

査
実

施
地

域
の

面
積

）

／
（
全

国
土

面
積

か
ら

国
有

林
野

及
び

公
有

水

面
等

を
除

い
た

面
積

）
）
×

1
0

0


指

標
の

定
義
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55
80

10
0

R5
R1
2

R3
3

第
１
次

実
施

中
期
計
画計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

現
況

値
（％

）

将
来

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
国

及
び

地
方

公
共

団
体

が
管

理
す

る
道

路
に

お
け

る
緊

急
又

は
早

期
に

対
策

を
講

ず
べ

き
橋

梁
（
約

9
2
,0

0
0
橋

（
令

和
５

年
度

末
時

点
)）

の
修

繕
措

置
（
完

了
）
率

【
2
9
】
道

路
施

設
の

老
朽

化
対

策
【
国

土
交

通
省

】


全

国
値

※
「
【
2

9
】
道

路
施

設
の

老
朽

化
対

策
【
国

土
交

通
省

】
」
の

ほ
か

の
重

要
業

績
指

標

•
「
地

方
公

共
団

体
が

管
理

す
る

道
路

に
お

け
る

緊
急

又
は

早
期

に
対

策
を

講
ず

べ
き

ト
ン

ネ
ル

（
約

1
,7

0
0

か
所

（
令

和
５

年
度

末
時

点
）
）
の

修
繕

措
置

（
完

了
）
率

」

•
「
地

方
公

共
団

体
が

管
理

す
る

道
路

に
お

け
る

緊
急

又
は

早
期

に
対

策
を

講
ず

べ
き

道
路

附
属

物
（
う

ち
大

型
附

属
物

約
2

,1
0

0
か

所
（
令

和
５

年
度

末
時

点
）
）
の

修
繕

措
置

（
完

了
）
率

」

に
つ

い
て

も
、
全

国
道

路
施

設
点

検
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

て
確

認
が

可
能

で
あ

る
。

画
面

左
の

ウ
ィ

ン
ド

ウ
に

て
、
確

認
し

た
い

道
路

構
造

物
の

施
設

区
分

や
措

置
状

況
等

を
選

択
し

、
「
表

示
」
を

ク
リ

ッ
ク

す
る

こ
と

で
措

置
状

況
が

確
認

可
能

。

画
像

で
は

施
設

区
分

を
「
道

路
橋

」
と

し
て

措
置

状
況

が
「
措

置
完

了
済

」
の

も
の

を
表

示
。

出
典

：全
国

道
路

施
設

点
検

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

～
損

傷
マ

ッ
プ

～
h

tt
p

s
:/

/r
o

a
d

-s
tr

u
c
tu

re
s
-m

a
p

.m
li
t.

g
o

.j
p

/
In

d
e

x
.a

s
p

x
?

R
e

tu
rn

U
rl

=
%

2
f

国
土

交
通

省
で

は
、
国

民
の

皆
様

に
社

会
資

本
の

現
状

や
課

題
等

に
つ

い
て

知
っ

て
頂

き
、
そ

の
維

持
管

理
・更

新
に

つ
い

て
、
国

民
の

皆
様

か
ら

の
支

持
・支

援
を

得
る

た
め

に
、
情

報
の

見
え

る
化

を
推

進
。

そ
の

た
め

、
「全

国
道

路
施

設
点

検
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
～

損
傷

マ
ッ

プ
～

」
に

お
い

て
、
道

路
構

造
物

（道
路

橋
、
ト

ン
ネ

ル
、
シ

ェ
ッ

ド
、
大

型
カ

ル
バ

ー
ト

、
横

断
歩

道
橋

、
門

型
標

識
等

）及
び

舗
装

、
特

定
道

路
土

工
構

造
物

の
点

検
に

よ
り

判
明

し
た

現
状

・
対

策
状

況
に

つ
い

て
公

表
。

（
（
橋

梁
の

修
繕

が
完

了
し

た
数

）

／
（
橋

梁
の

定
期

点
検

に
よ

り
緊

急
又

は
早

期

に
対

策
を

講
ず

べ
き

と
判

定
さ

れ
た

橋
梁

の

数
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義

※
マ

ッ
プ

上
は

各
道

路
施

設
の

最
新

の
点

検
・診

断
お

よ
び

措
置

状
況

等
が

表
示

可
能

。

健
全
性
の
診
断
区
分
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51
61

74
10
0

R5
R7

R1
2

R2
2

第
１
次

実
施

中
期
計
画

指
標

名
：
老

朽
化

等
対

策
が

必
要

な
航

路
標

識
（
1
,4

6
8
か

所
）
の

整
備

完
了

率

【
3
3
】
航

路
標

識
の

老
朽

化
等

対
策

【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
７
年

度
末

時
点

）

●
航

路
標

識

…
灯

光
、
形

象
、
彩

色
、
音

響
、
電

波
等

の
手

段

に
よ

り
港

、
湾

、
海

峡
そ

の
他

の
日

本
国

の
沿

岸
水

域
を

航
行

す
る

船
舶

の
指

標
と

す
る

た
め

の
灯

台
、
灯

標
、
立

標
、
浮

標
、
霧

信
号

所
、
無

線
方

位
信

号
所

な
ど

の
施

設
。

台
風

等
の

暴
風

・
波

浪
等

に
よ

る
航

路
標

識
の

倒
壊

、
損

壊
等

の
被

害
に

対
応

す
る

た
め

、
老

朽
化

等
対

策
を

推
進

し
て

い
る

。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（
（
老

朽
化

等
対

策
が

必
要

な
か

所
の

う
ち

、
整

備
を

実
施

し
た

か
所

数
）

／
（
航

路
標

識
の

長
寿

命
化

を
図

り
、
倒

壊
、
損

壊
等

に
備

え
る

た
め

、
老

朽
化

等
対

策
が

必
要

な
か

所
数

））
×

1
0

0


指

標
の

定
義

現
況

値
（％

）
将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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8
32

10
0

R6
R1
2

R2
3

第
１
次

実
施

中
期

計
画

指
標

名
：
漏

水
リ

ス
ク

が
高

く
、

事
故

発
生

時
に

社
会

的
影

響
が

大
き

い
大

口
径

水
道

管
路

（
口

径
8
0
0
m

m
以

上
の

管
路

）
の

更
新

（
約

6
0
0
km

）
の

完
了

率

【
3
4
】
上

下
水

道
施

設
の

戦
略

的
維

持
管

理
・
更

新
【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

大
口

径
水

道
管

路
の

破
損

が
起

こ
る

と
大

規

模
な

断
水

が
発

生
す

る
ほ

か
、
道

路
陥

没
・
浸

水
等

の
被

害
も

生
じ

、
社

会
的

影
響

が
非

常
に

大
き

い
た

め
、
積

極
的

に
更

新
を

推
進

す
る

必

要
が

あ
る

。

※
連

絡
管

等
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

施
設

に
よ

る
冗

長
性

を
確

保
し

つ
つ

、
更

新
を

推
進

す
る

。


ポ

イ
ン
ト

（
（
更

新
を

完
了

し
た

管
路

延
長

）

／
（
漏

水
リ

ス
ク

が
高

く
、
事

故
発

生
時

に
社

会

的
影

響
が

大
き

い
大

口
径

水
道

管
路

の
延

長
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義

現
況

値
（％

）

将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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（
（
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

関
す

る
上

下
水

道
D

X
技

術
を

導
入

し
て

い
る

事
業

者
数

）

／
（全

国
の

水
道

事
業

者
数

））
×

1
0

0

34

10
0

R6
R9

第
１
次

実
施

中
期
計
画

現
況

値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
水

道
事

業
者

（
全

国
約

1
,4

0
0
事

業
者

）
の

う
ち

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

関
す

る
上

下
水

道
D

X
技

術
（
人

工
衛

星
や

A
Iを

活
用

し
た

漏
水

検
知

手
法

等
）
を

導
入

し
て

い
る

事
業

者
の

割
合

【
3
4
】
上

下
水

道
施

設
の

戦
略

的
維

持
管

理
・
更

新
【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
時

点
）

上
下

水
道

施
設

の
老

朽
化

や
管

理
に

精
通

し

た
熟

練
職

員
の

減
少

が
進

ん
で

お
り

、
将

来
に

渡
っ

て
上

下
水

道
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

に
は

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
用

い
て

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
高

度
化

・
効

率
化

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、
上

下
水

道
施

設
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に

資
す

る
D

X
技

術
の

導
入

を
推

進
し

て
い

る
。


ポ

イ
ン
ト


指

標
の

定
義

人
工

衛
星

画
像

を
用

い
た

漏
水

リ
ス

ク
評

価

（
計

画
期

間
内

目
標

値
）
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21

10
0

R6
R9

第
１
次

実
施

中
期
計
画

指
標

名
：
下

水
道

事
業

を
実

施
し

て
い

る
地

方
公

共
団

体
（
全

国
約

1
,5

0
0
団

体
）
の

う
ち

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

関
す

る
上

下
水

道
D

X
技

術
（
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

下
水

道
管

路
内

調
査

手
法

等
）
を

導
入

し
て

い
る

団
体

の
割

合

【
3
4
】
上

下
水

道
施

設
の

戦
略

的
維

持
管

理
・
更

新
【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
時

点
）

上
下

水
道

施
設

の
老

朽
化

や
管

理
に

精
通

し

た
熟

練
職

員
の

減
少

が
進

ん
で

お
り

、
将

来
に

渡
っ

て
上

下
水

道
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

に
は

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
用

い
て

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
高

度
化

・
効

率
化

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、
上

下
水

道
施

設
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に

資
す

る
D

X
技

術
の

導
入

を
推

進
し

て
い

る
。


ポ

イ
ン
ト

（
（
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

関
す

る
上

下
水

道
D

X
技

術
を

導
入

し
て

い
る

団
体

数
）

／
（
全

国
の

下
水

道
事

業
を

実
施

し
て

い
る

団

体
数

））
×

1
0

0


指

標
の

定
義

ド
ロ

ー
ン

に
よ

る
下

水
道

管
路

内
調

査
手

法

現
況

値
（％

）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）
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⻘
森
県

59
％

北
海
道

51
％

岩
⼿
県

49
％

宮
城
県

52
％

秋
⽥
県

50
％

⼭
形
県

78
％ 福
島
県

74
％

茨
城
県

43
％

栃
⽊
県

45
％

群
⾺
県

99
％ 埼
⽟
県

15
％

千
葉
県

57
％

東
京
都

64
％

神
奈
川
県

77
％

新
潟
県

47
％

富
⼭
県

67
％
⽯
川
県

82
％

福
井
県

35
％

岐
⾩
県

89
％

静
岡
県

26
％

愛
知
県

73
％

三
重
県

63
％

滋
賀
県

19
％

京
都
府

8％

⼤
阪
府

27
％

兵
庫
県

49
％ 和

歌
⼭
県

61
％

⿃
取
県

27
％

島
根
県

60
％

岡
⼭
県

52
％

広
島
県

64
％

⼭
⼝
県

54
％

徳
島
県

36
％

⾹
川
県

40
％

愛
媛
県

24
％
⾼
知
県

49
％

福
岡
県

71
％

佐
賀
県

6％
⻑
崎
県

59
％

熊
本
県

68
％

⼤
分
県

68
％

宮
崎
県

52
％

⿅
児
島
県

62
％

沖
縄
県

51
％

95
.0
％
以
上

85
.0
〜
95
.0
％
未
満

75
.0
〜
85
.0
％
未
満

65
.0
〜
75
.0
％
未
満

55
.0
〜
65
.0
％
未
満

45
.0
〜
55
.0
％
未
満

35
.0
〜
45
.0
％
未
満

35
.0
％
未
満

県
及
び
市
町
村
共
に
⼯
業

⽤
⽔
道
事
業
を
⾏
って
い
る

⾃
治
体
が
な
く、
該
当
な
し

50
65

10
0

R6
R1
2

R2
4

現
況

値
（
％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
工

業
用

水
道

の
基

幹
管

路
（
全

国
：
約

7
,9

0
0
㎞

）
の

耐
震

適
合

率

【
3
5
】
工

業
用

水
道

施
設

の
耐

災
害

性
の

強
化

【
経

済
産

業
省

】


全

国
値

●
工

業
用

水
道

…
工

業
（
製

造
業

、
電

気
供

給
業

、
ガ

ス
供

給
業

及
び

熱
供

給
業

）
の

用
に

供
す

る
水

を
供

給
す

る
た

め
の

施
設

。

大
規

模
な

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

も
耐

え
う

る
管

路
へ

と
更

新
す

る
こ

と
で

、
災

害
時

に
お

い
て

も
工

業
用

水
の

安
定

供
給

体
制

を
確

保

す
る

こ
と

に
貢

献
す

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

（
（
工

業
用

水
道

の
基

幹
管

路
の

う
ち

、
耐

震
適

合
性

の
あ

る
管

路
延

長
）
／

（
工

業
用

水
道

の

基
幹

管
路

延
長

））
×

1
0

0


指

標
の

定
義

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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